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1 概要 
本書は、PDFファイルの編集を目的とした Antenna House PDF Tool API（以下、本ライブラリ）につい
て説明しています。 
 
1.1 機能 
本ライブラリは、既存の PDFに対して次の処理を行うことができます。 

1) PDFに設定されているタイトル、サブタイトル、作成者、キーワードなどの情報の取得、設定 
2) PDFに設定されているセキュリティ状態の取得、変更 

対応しているセキュリティの暗号化レベルは、40bit RC4、128bit RC4、128bit AES です。 
3) PDFのリニアライズ（Web表示用に最適化） 
4) PDFのインクリメント（増分更新） 

増分更新とは、変更前の PDF ファイルの内容をそのままに維持して、変更前のファイルの最後に
変更した内容を追加し、新しい PDFファイルを作る方法です。 

5) PDFの分割 
6) PDFの結合 
7) PDFのしおりの情報を取得、設定、削除 

取得、設定ができるしおり情報は、しおり名、しおり名文字列の色、子しおりの展開・非展開表示、

しおりの動作内容です。動作内容については、同一ファイル内でのページ移動、外部ファイルへの

リンク、URLへのリンクの動作の場合にのみ取得と設定が可能です。 
8) PDFのリンク注釈の取得、設定、削除 

取得、設定ができるリンク注釈情報は、リンク枠のハイライト状態（矩形を反転、境界線を反転、

ページ下に押し込まれたような表示、ハイライトなし）、リンクの動作内容です。動作内容につい

ては、同一ファイル内でのページ移動、外部ファイルへのリンク、URL へのリンクの動作の場合
にのみ取得と設定が可能です。 

9) PDFのノート注釈、スタンプ注釈、ファイル添付注釈の取得、設定、削除 
10) PDFに文字列を透かし（ウォーターマーク）として付加 

フォント情報、文字列の色、挿入位置（上右、上中、上左、下右、下中、下左、中央、対角線上）、

挿入ページ、透明度、画面表示時の透かしの表示・非表示、印刷時に透かしを印刷するか否かなど

が設定できます。長い文字列や設定されたフォント情報により文字列がページに収まらない場合は、

ページに収まるよう文字間隔などが自動的に調整されます。 
11) PDFに画像ファイル、PDFファイルを透かし（ウォーターマーク）として付加 

透かしとして挿入できる画像ファイルの形式は、Bitmap,JPEG,TIFF,GIF,PNGです。挿入位置（上
右、上中、上左、下右、下中、下左、中央）、挿入ページ、透明度、画面表示時の透かしの表示・

非表示、印刷時に透かしを印刷するか否かなどが設定できます。 
12) 空白ページの挿入 
13) 指定ページの矩形領域へ文字列を出力 
14) 矩形領域の塗り潰し 
15) 指定ページの削除 
16) 用紙サイズの変更、回転 
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17) 画像のステンシルマスク機能 
18) 閲覧制限の設定  

Acrobat Javascriptで条件（有効期限、ファイルパス、Acrobat/Adobe Readerのビューワバージ
ョン）をチェックし、閲覧不可判定ならば、ページの内容は表示せず、指定された文字列のみのコ

ンテントを表示します。Javascriptによる判定処理が行われない場合は、まっしろなページが表示
されます。「4 制限事項」の[閲覧制限]の項をご参照ください。 
 

 
1.2 動作環境 
オペレーティングシステ

ム(OS) * 
Windows 2000 Professional (SP4) (32bit) 
Windows XP Professional / Home Edition (SP2以降) (32bit/64bit) 
Windows Vista (SP1以降) (32bit/64bit) 
Windows 7 (32bit/64bit) 
Windows Server 2003 (SP1以降) / Server 2003 R2 (32bit/64bit) 
Windows Server 2008 (32bit/64bit) 
Windows Server 2008 R2 (64bit) 
いずれも日本語版 

ディスク容量 上記 OSが必要とするサイズに加えて 70MB以上の空き容量が必要 
・ 64bit版の XP/Vista は SP1 以上が必要です。 
・ 64bit環境の動作は、32bitモードでの動作となります。 
・ V3.1はWindows版のみです。 
・ 「Windows Server 2008 R2 Datacenter SP1」フルインストールによる「Hyper-V」において動作する
ことを確認済みです。 

・ .NET インターフェイスを使用して開発されたプログラムを実行する場合は、以下の更新を行う必要が
あります。 
・ Microsoft Visual C++ 2005 Service Pack 1 再頒布可能パッケージ ATLのセキュリティ更新プログ
ラムの「vcredist_x86.exe」 

http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=766A6AF7-EC73-40F
F-B072-9112BAB119C2 

 

http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=766A6AF7-EC73-40FF-B072-9112BAB119C2
http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=766A6AF7-EC73-40FF-B072-9112BAB119C2
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1.3 開発環境 
次の言語インターフェイスを用意しています。 

 
※Microsoft Visual Studio をご使用の場合は、最新の Service Packを適用してください。 
 
 

インターフェイス 備考／注意事項 
C++ ・ libファイルは Microsoft Visual C++ 6.0 SP6で作成しています。 

・ PDF Tool API で公開しているクラスの継承クラスは作成しないでくだ
さい。 

.NET ・ .NetFramework 2.0/ 3.0 /3.5に対応しています。4.0には対応していま
せん。 

・ .Netインターフェイスは、C++インターフェイスのラッパーとして実装
しています。そのため.Netアプリケーションの対象プラットフォームが
「x86」以外の場合、64ビットWindows上で C++用 DLLをロードする
ことができないため実行出来ません。必ず対象プラットフォームを

「x86」にしてください。 
COM ・ クセロ PDF Library SDKの互換機能。 

・ 15種類のコンポーネントがあります。 
Java ・ pdftkv3-java.jar は Java(TM) 2 SDK, Standard Edition Version 

1.4.2_15で作成しています。 
・ Java インターフェイスは、JNI を利用した C++インターフェイスのラ
ッパーとして実装しています。そのため、C++用 DLL(PdfTk31.dll)をロ
ードできない環境で動作させることはできません。もし JAVA VMが 64
ビットモードで動作する設定の場合、この Java インターフェイスは利
用できません。必ず 32ビットで動作させてください。 

コマンドライン ・ コマンドライン実行時はエラーコードを取得することができません。 
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2 準備 
本ライブラリのご利用にあたり、以下の準備をしていただく必要があります。 
なお、本ライブラリをインストーラからインストールする場合は、インストーラから以下の登録を行うこと

ができます。 
 
2.1 本製品のインストール 
本製品は PTWJ31*.exeファイル（※）にまとめて収録しています。これをダブルクリックしてインストー
ルを開始することができます。 
※ “*” の部分はメンテナンスリリースによって変化します。 
 
本製品を Windowsにインストールする場合、管理者権限を持つユーザーでログインしてください。管理者
権限がないとインストールできません。 
 
(1) 使用許諾の確認画面 
本製品のインストーラを起動すると、最初に、使用許諾ライセンスの確認画面がでます。使用許諾に同

意された場合のみインストールすることができます。 
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(2) インストール先フォルダの選択 
次に、PDF Tool APIをインストールするフォルダを選択する画面が表示されます。 
PDF Driver API V3.1 がすでにインストールされている場合には、本画面は表示されません。PDF 
Driver API V3.1がインストールされているフォルダにインストールされます。 

 
 
(3) 環境変数の登録 
環境変数を登録するかどうかを選択します。 
環境変数の登録は、手動で行うこともできます。詳細は、「2.3環境変数」の項を参照してください。 

 
 (4) インストールの実行 
以上の指定が終わりますと、インストール処理が開始されます。 
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2.2 アンインストール 
コントロールパネルの「プログラムの追加と削除」からアンインストールしたいプログラム選択してアンイ

ンストールしてください。 
 
2.3 環境変数 
本ライブラリを使用するには、次の環境変数を設定する必要があります。設定するさいは、既存の設定値は

保持してください。 
環境変数名 内容 

PTL31_LIC_PATH ライセンスファイルが格納されているフォルダまでのフルパスを指定

します。末尾にセパレータが必要です。 
PTL31_DMC_TBLPATH  DMC変換表 base2 フォルダまでのフルパスを指定します。末尾にセ

パレータが必要です。 
パスは 1 個のみ設定してください。複数のパスが設定されていると
COM登録時のエラーの原因となります。 

PTL30_FONT_CONFIGFILE フォント構築ファイルのフルパスを指定します。デフォルトでは、

font-config.xml という名前で設定されています。DTD ファイル

（font-config.dtd）も同じフォルダに置いておく必要があります。 

Path （システム環境変数） DLLファイルが格納されているフォルダ・パスの設定が必要です。セ
パレータは不要です。 

 
[設定例]  デフォルトのインストール・フォルダの場合 
PTL31_LIC_PATH= C:¥Program Files¥Antenna¥PDFToolV31¥License¥ 
PTL31_DMC_TBLPATH= C:¥Program Files¥Antenna¥PDFToolV31¥base2¥ 
PTL30_FONT_CONFIGFILE= C:¥Program Files¥Antenna¥PDFToolV31¥etc¥font-config.xml 
Path= C:¥Program Files¥Antenna¥PDFToolV31¥AHPDFToolAPI¥Release 
 
2.4 COMの登録 
COM を利用してプログラムを開発する環境、および、そのプログラムが動作する環境においては、あらか
じめ、利用する COMをシステムに登録する必要があります。 
Windowsのコマンドプロンプトからは、次のコマンドで登録、解除を行うことができます。Windows Vista
以降のオペレーティング・システムでは、コマンドプロンプトは、管理者として実行してください。 
64bit OS上では、「{システムドライブ}:¥Windows¥SysWOW64」フォルダにある「Regsvr32」で登録、解
除を行ってください。 
 
 例）ファイル結合コンポーネントの場合 
    登録： > Regsvr32 {インストール・フォルダ・パス¥}AHBindPdf.dll 
    解除： > Regsvr32 /u {インストール・フォルダ・パス¥}AHBindPdf.dll 
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3 フォント構築ファイル 
フォント構築ファイル「font-config.xml」は、PDF Tool APIがフォントを作成するときに参照するフォン
トファイルのフォルダを指示します。フォントフォルダを設定することにより、PDF の標準 14 フォント
より多くのフォントの使用が可能になります。 

 

参照するフォントフォルダを、<font-folder path=>属性に追加します。デフォルト値として、Windowsのシ
ステムフォントフォルダが設定されています。 

デフォルト値の例：<font-folder path=>"C:¥WINDOWS¥Fonts" 
 

<font-folder path=>属性は、複数指定することができます。 
複数パスの指定例： 

<font-folder path=>"C:¥WINDOWS¥Fonts" 
<font-folder path=>"C:¥MyFont1" 
<font-folder path=>"C:¥MyFont2¥Fonts" 

 

フォント構築ファイルの設定内容を有効にするには、環境変数 PTL30_FONT_CONFIGFILE でファイ
ル・パスを指定する必要があります。 

フォント構築ファイルが存在しない、あるいは、環境変数 PTL30_FONT_CONFIGFILE の設定が存在し
ない場合は、Windowsのシステムフォントフォルダが参照されます。 
 

3.1 サポートされるフォント 
本ライブラリは、以下の種類のフォントに対応しています。  

 

(ア) Adobe Type1 フォント 
Adobe Type1 フォントは、通常 .AFM+.PFB、または .PFM+.PFB フォントファイルのペアから成
り、前者は 非 Windows 環境で、後者は Windows環境で使用されます。 

(イ) TrueType フォント 
TrueType フォントファイルは .TTF または .TTC の拡張子を持ちます。 

(ウ) OpenType フォント 
OpenType フォントファイルは .TTF または .OTF の拡張子を持ちます。前者は TrueType アウト
ライン情報が、また後者は、PostScriptアウトライン情報が、フォントファイルに含まれます。 
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4 制限事項 
 セキュリティ設定とインクリメント（増分更新）は同時に指定できません。 
 リニアライズとインクリメント（増分更新）は同時に指定できません。 
 PDFのバージョン設定で、高いバージョンの PDFから低いバージョンへの設定はできません。 
 mergeFile -d in.pdf "" 1,1,1,1,2,3 -waterMark -wmpg 3 のように、１ページを複数回merge後、

重複ページに対して annotや watermarkなどを操作すると、作成したファイルが不正になる可能
性があります。 

 ファイル結合処理では、注釈として添付されたファイルは出力結果に反映されますが、注釈ではな
い添付ファイルは出力結果に反映されません。 

 ファイル結合処理において、結合可能なファイル数の上限は、１プロセスにつき、507ファイルで
す。 

 コマンドラインを実行する場合には、Windows システムにより、コマンドプロンプトで使用する
文字列の長さに制限があります。下記をご参考ください。 

http://support.microsoft.com/kb/830473/ja 
 画像を透かしとして挿入する処理において、透過処理された PNGでは透過部分が塗り潰された状

態で出力されます。 
 [閲覧制限] 閲覧制限設定された PDFを Acrobat/Adobe Readerで表示させたとき、閲覧できる状

態であっても「サムネール」ナビゲーションパネルでの表示はまっしろとなります。 
 [閲覧制限] しおり、添付ファイル、文書情報は、閲覧不可や Javascript が無効な場合であっても

非表示にはなりません。 
 [閲覧制限] ポートフォリオは添付ファイル機能であるため、閲覧不可や Javascript が無効な場合

であっても非表示にはなりません。 
 [閲覧制限] 閲覧不可や Javascriptが無効なときに Acrobat / Adobe Readerで表示している場合、

「注釈」ナビゲーションパネル（Adobe Reader Xでは「表示」‐「注釈」メニューで表示される
注釈のリスト）は非表示にはなりません。 

 [閲覧制限] 閲覧制限設定を行った PDFファイルに対して追加した注釈やフォームは、閲覧不可や
Javascriptが無効な場合に非表示にはなりません。 

 [閲覧制限] 閲覧不可や Javascript が無効な場合、元の内容は非表示のレイヤー扱いとなっていま
す。Acrobat / Adobe Readerにおいて、非表示レイヤーを表示可能にすることを許可した場合は、
ページ移動などで表示が切り替わるときに元の内容がちらつく場合があります。 

 [閲覧制限] 閲覧不可や Javascript が無効なときにページ上の注釈あるいはフォームを選択できた
場合には、注釈、フォームは表示状態になります。 

 [閲覧制限] Acrobat Javascript機能を持たない PDFビューワでは、まっしろなページではなく、
閲覧不可のときの表示となる場合があります。 

 [閲覧制限] 閲覧不可や Javascriptが無効なとき、Acrobat / Adobe Reader以外の PDFビューワで
は注釈とフォームが表示される場合があります。 

 [閲覧制限] 閲覧制限設定された PDF ファイルと設定されていない PDF ファイルを本ライブラリ
で結合した場合、元の PDFファイルが閲覧制限設定されたページの部分では閲覧制限は有効です。 

 [閲覧制限] 閲覧制限設定された PDFファイル同士を本ライブラリで結合した場合、閲覧制限は有
効です。ただし、最初の PDFファイルの設定内容での閲覧制限となります。 

 

http://support.microsoft.com/kb/830473/ja
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 [閲覧制限] 本ライブラリを使用して、閲覧制限設定された PDFファイルからページを抽出あるい

はファイル分割した場合は、閲覧制限は有効です。 
 [閲覧制限] 本ライブラリを使用して、閲覧制限設定された PDF ファイルに別の PDF ファイルの

ページを挿入した場合、挿入した別の PDFファイルに閲覧制限設定が行われていなければ、その
ページの部分は閲覧制限されません。挿入された別の PDFファイルに閲覧制限設定が行われてい
る場合は、挿入された PDFファイルの設定内容での閲覧制限となります。 

 [閲覧制限] 本ライブラリを使用して、閲覧制限設定されていない PDFファイルに閲覧制限された
PDFファイルのページを挿入した場合、閲覧制限された PDFファイルのページの部分は閲覧制限
が有効です。 
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5 ライブラリ 
本ライブラリを使用する上位モジュールを開発する際に必要なライブラリは以下の通りです。 

(1) C++インターフェイス 
ネームスペース：PdfTk 
ヘッダファイル：フォルダ PdfTkCommon, PdfTk 内のファイル 
ライブラリファイル：PdfTk31.lib、PdfTkCommon31.lib 
上位モジュールのソースで指定ヘッダファイルをインクルードし、リンク時に指定ライブラリファ

イルをリンクしてください。 
 

(2) .NETインターフェイス 
ネームスペース：PdfTkNet 
ライブラリファイル：PdfTkNet31.dll 
上位モジュールのプロジェクトファイルで、指定ネームスペース/ライブラリファイルを参照設定
してください。 

 
(3) コマンドラインインターフェイス 

実行ファイル名：AHPDFToolCmd31.exe 
 

(4) JAVA インターフェイス 
実行ファイル名：pdftkv3-java.jar 
ライブラリファイル：pdftkv3jni.dll 

 
(5) COMインターフェイス（クセロ PDF Library互換機能） 

詳細は、Documents¥AHPDFToolAPI¥comdoc¥PDF Tool API COM.pdfをご参照ください。 
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5.1 モジュール一覧 
本ライブラリを使用した上位モジュールを実行する時に必要なファイルの一覧です。 

 
インストール・フォルダ ファイル名 備考 

AHPDFToolAPI¥Release PdfTk31.dll API本体（C++インターフェイス） 
必須 

 PDFBaseLib31.dll 必須 
 PdfTkCommon31.dll 必須 
 AESDecryption31.dll 必須 
 AHFont43.dll 必須 
 AHGraphic22.dll 必須 
 AHlibeay32.dll 必須 
 dmc_commPTL31.dll 必須 
 PDFRes12.dll 必須 
 XfoCommon43.dll 必須 
 XfoDMC43.dll 必須 
 icudt36s.dll 必須 
 icuin36s.dll 必須 
 icuuc36s.dll 必須 
 msvcp71.dll 必須 
 msvcr71.dll 必須 
 PdfTkNet31.dll .NETインターフェイス使用時必須 
 pdftkv3jni.dll Javaインターフェイス使用時必須 
 pdftkv3-java.jar Javaインターフェイス使用時必須 
 AHPDFToolCmd31.exe コマンドライン実行ファイル 
AHPDFToolAPI¥Release 
¥PdfTkCom 

*.dll COMインターフェイス使用時、使用コンポーネ
ント DLL必須 

base2 全ファイル 文字コード変換表 
必須 

etc 全ファイル フォント構築ファイル 
使用時必須 

License ptalic.dat ライセンスキー 
必須 

※ 「備考」欄で「必須」とあるファイルおよびフォルダは、どのインターフェイスの場合においても、

実行ファイルからロードできる場所に配置してください。 
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6 ライセンスについて 
6.1 評価版 
評価版の仕様は以下の通りです。 
・ インストール後 30日間、ご試用いただけます。 
・ 出力される PDFに文字の透かしが入ります。 
評価版の透かしを削除あるいは改変してはいけません。 
評価以外の目的で使用される場合は、正規版ライセンスをご購入いただく必要があります。 

 
6.2 正規版への切り替え 
正規版をご購入いただいた方には、ライセンスファイル（ptalic.dat）をお送りします。ライセンスフ
ァイルは、以下のフォルダに格納します。 

[インストール先]¥License 
 
※ライセンスファイルを切り替えた場合は、コンピュータを再起動してください。 
 
 
7 APIの使い方 
7.1 APIリファレンス 
本ライブラリの各インターフェイスのリファレンスは以下をご参照ください。 
 
インストール先 ：{インストールフォルダ}¥Documents¥ 
C++   ：AHPDFToolAPI¥cppdoc¥index.html 
.NET  ：AHPDFToolAPI¥netdoc¥index.html 
COM  ：AHPDFToolAPI¥comdoc¥ PDFTool API COM.pdf 
Java  ：AHPDFToolAPI¥javadoc¥index.html 
コマンドライン ：本書 

 
なお、サポート対象となる関数は各ドキュメント記載のものに限ります。 

 
7.2 サンプルコード 
インターフェイス別にサンプルコードを用意しました。 

 
C++  ：AHPDFToolAPI¥Sample¥cpp 
.NET ：AHPDFToolAPI¥Sample¥net 
COM ：AHPDFToolAPI¥Sample¥com 
Java ：AHPDFToolAPI¥Sample¥java 
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cpp net (C#サンプル) java 内容 

AddBookmark.cpp AddBookmark.cs AddBookmark.java しおりの追加 

AddFileAttachAnnot.cpp AddFileAttachAnnot.cs AddFileAttachAnnot.java ファイル添付注釈の追加 

AddLinkAnnot.cpp AddLinkAnnot.cs AddLinkAnnot.java リンク注釈の追加 

AddPage.cpp AddPage.cs AddPage.java ページの挿入 

AddStampAnnot.cpp AddStampAnnot.cs AddStampAnnot.java スタンプ注釈の追加 

AddTextAnnot.cpp AddTextAnnot.cs AddTextAnnot.java ノート注釈の追加 

ChangeAnnot.cpp ChangeAnnot.cs ChangeAnnot.java 注釈の内容を変更 

ChangePermission.cpp ChangePermission.cs ChangePermission.java セキュリティの変更 

ExtractPage.cpp ExtractPage.cs ExtractPage.java ページ抽出 

FileDiv.cpp FileDiv.cs FileDiv.java ファイル分割 

GetBookmark.cpp GetBookmark.cs GetBookmark.java しおり情報の取得 

GetPDFInfo.cpp GetPDFInfo.cs GetPDFInfo.java 文書情報の取得 

MergeFile.cpp FileMerge.cs FileMerge.java ファイル結合 

RemoveAnnot.cpp RemoveAnnot.cs RemoveAnnot.java 注釈の削除 

RemoveBookmark.cpp RemoveBookmark.cs RemoveBookmark.java しおりの削除 

RemovePage.cpp RemovePage.cs RemovePage.java ページの削除 

RotatePage.cpp RotatePage.cs RotatePage.java ページの回転 

SetExpireDate.cpp SetExpireDate.cs SetExpireDate.java 有効期限設定 

SetFileHeader.cpp   ヘッダ文字列の追加 

SetImageWatermark.cpp SetImageWatermark.cs SetImageWatermark.java 画像透かしの挿入 

SetPageSize.cpp SetPageSize.cs SetPageSize.java ページサイズの設定 

SetPassword.cpp SetPassword.cs SetPassword.java パスワードの設定 

SetPDFInfo.cpp SetPDFInfo.cs SetPDFInfo.java 文書情報の設定 

SetPDFWatermark.cpp SetPDFWatermark.cs SetPDFWatermark.java PDFファイル透かしの挿入 

SetTextWatermark.cpp SetTextWatermark.cs SetTextWatermark.java テキスト透かしの挿入 

ViewPermission.cpp ViewPermission.cs ViewPermission.java セキュリティの表示 

WriteText.cpp WriteText.cs WriteText.java テキストの挿入 

※ COMのサンプルについては、『COMインターフェイス説明書』（PDFTool API COM.pdf）を
ご参照ください。 
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8 コマンドラインインターフェイス 
コマンドライン インターフェイスは単独の実行形式ファイルとして提供され、バッチファイル等から
利用することができます。 
なお、コマンドラインインターフェイスは PDF Toolのすべての機能を網羅するものではありません。 

 
8.1 実行方法 
コマンドラインインターフェイスの実行コマンドは以下の通りです。 
  AHPDFToolCmd31.exe –command -d (Filename) [-o (Filename)] [-options] 
    -command ：動作コマンド 
    -d (Filename)  ：入力ファイルパス（必須） 
    -o (Filename) ：出力ファイルパス（一部コマンドやオプションでは不要） 
    -options  ：動作コマンドの詳細オプション 

 
8.2 コマンドの種類 

処理内容 動作コマンド名 説明 
文書情報の取得 -getFileInfo PDFの文書情報を取得して標準出力に表示します。 

「-o」（出力ファイルパス）の指定は不要です。 
詳細オプションはありません。 

文書情報設定 -changeInfo 文書情報を設定します。 
「-d」（入力ファイルパス）、「-o」の指定は必須です。 

セキュリティ設定 -changeInfo PDFのセキュリティを設定します。 
「-d」、「-o」の指定は必須です。 

開き方設定 -changeInfo 開き方を設定します。 
「-d」、「-o」の指定は必須です。 

ファイル添付 なし ファイルを添付します。 
「-d」、「-o」の指定は必須です。 

閲覧制限設定 なし 閲覧制限を設定します。 
「-d」、「-o」の指定は必須です。 

PDFファイルの結合 -mergeFile 複数の PDFファイルをひとつに結合します。 
「-d」、「-o」の指定は必須です。 

ページの抽出 -mergeFile ひとつの PDF ファイルから指定のページを抽出し
ます。 
「-d」、「-o」の指定は必須です。 

しおり情報の取得 -outlineFile しおり情報を取得して標準出力に表示します。 
「-o」（出力ファイルパス）の指定は不要です。 

しおり編集 -outlineFile しおりの追加・編集をします。 
「-d」、「-o」の指定は必須です。 
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処理内容 動作コマンド名 説明 
注釈情報の取得 -annotFile 注釈情報を取得して標準出力に表示します。 

「-o」（出力ファイルパス）の指定は不要です。 
注釈編集 -annotFile 注釈の追加・編集をします。 

「-d」、「-o」の指定は必須です。 
透かし追加 -waterMark 画像あるいは文字列を透かしとして挿入します。 

「-d」、「-o」の指定は必須です。 
ページ処理 -pageEdit ページの回転、削除、ページサイズの指定、テキス

トの追加を行います。 
「-d」、「-o」の指定は必須です。 

 
 

8.3 入出力ファイルの指定 
指定方法 説明 

-d [Filename] [Password] Filenameで入力ファイルを指定します。（必須） 
パスワードが設定されている場合は、ユーザパスワード、もしくは

オーナーパスワードを付加して指定します。 
＜例＞ユーザパスワード(abc)が設定されている場合 
 -d “c:¥savedir¥test.pdf” ”abc“ 

-o [Filename] Filenameで出力ファイルを指定します。 
 
 

8.4 オプションの説明 
8.4.1 文書情報設定オプション  [-changeInfo] 

指定方法 機能 
-pdfver [Version] PDFバージョンを設定します。（Version = 1.3, 1.4, 1.5, 1.6, 1.7） 
-webopt PDFをリニアライズ（Web表示用に最適化）する場合に設定します。 
-title タイトル文字列を指定します。 
-subtitle サブタイトル文字列を指定します。 
-author 作成者文字列を指定します。 
-keyword キーワード文字列を指定します。 
-creator  クリエーター文字列を指定します。 
-producer プロデューサー文字列を指定します。 
-ofd 文書情報を出力 PDFへ反映しない場合に設定します。 
-ofe セキュリティ情報を出力 PDFへ反映しない場合に設定します。 
-getinf 入力 PDFのすべての文書情報を出力 PDFにコピーします。 
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8.4.2 セキュリティ設定オプション  [-chageInfo] 

指定方法 機能 
-entype [Type] 暗号タイプ（[Type]）を番号で指定します。 

 1: 40-bit RC4 
 2: 128-bit RC4 
 3: 128-bit AES 

-userpwd [UserPassword] ユーザパスワードを指定します。 
-ownerpwd [OwnerPassword] オーナーパスワードを指定します。 
-enopt [Type] 暗号化する文書コンポーネントの種類（[Type]）を番号で指定しま

す。 
  1: 文書のすべてのコンテンツを暗号化 
  2: 文書のメタデータを除くすべてのコンテンツを暗号化
（Acrobat6以降互換機能） 
  3: 添付ファイルのみを暗号化（Acrobat7以降互換機能）( -empwd 
指定必須) 

-empwd [Password] 添付ファイルの暗号を指定します。 
-nno 編集を許可しない場合に設定します。 
-nad ページの挿入、削除、回転を許可する場合に設定します。 
-nff フォームフィールドの入力と署名を許可する場合に設定します。 
-nca 注釈の作成、フォームフィールドの入力と署名を許可する場合に設

定します。 
-ncg ページの抽出を除くすべての操作を許可する場合に設定します。 
-nal 全ての編集を許可する場合に設定します。 
-ncc テキスト、画像、およびその他の内容コピーを許可しない場合に設

定します。 
-nab スクリーンリーダデバイスのテキストアクセスを許可しない場合に設定し

ます。 
-ppa [Type] 印刷許可/不許可（[Type]）を番号で指定します。 

  1: None (許可しない) 
  2: Low Resolution (低解像度印刷を許可) 
  3: High Resolution (高解像度印刷を許可) 
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8.4.3 開き方設定オプション  [-chageInfo] 

指定方法 機能 
-ppm [Mode] ページモード（[Mode]）を番号で指定します。 

  1:ページのみ 
  2:しおりパネルとページ 
  3:ページパネルとページ 
  4:フルスクリーン 
  5:レイヤーパネルとページ 
  6:添付ファイルパネルとページ 

-ppl [Layout] ページレイアウト（[Layout]）を番号で指定します。 
  1:単一ページ 
  2:連続ページ 
  3:連続見開きページ・1ページ目が左 
  4:連続見開きページ・1ページ目が右 
  5:見開きページ・1ページ目が左 
  6:見開きページ・1ページ目が右 

-pop [Type] 表示開始ページの状態（[Type]）を番号で指定します。 
  1:全体表示 
  2:幅に合わせる 
  3:高さに合わせる 

-pfp [Page] 表示開始ページ番号を指定します。 
 Page = 1以降の整数値 

-vpt ツールバーを非表示に設定します。 
-vpm メニューバーを非表示に設定します。 
-vpu ウィンドウコントロールを非表示に設定します。 
-vpw ページにウィンドウサイズを合わせる設定にします。 
-vpv ビューアを画面中央に配置する設定にします。 
-vpf 綴じ方（右から左）の設定をします。 
-vpd 文書タイトルを表示する設定をします。 
-vnf [Mode] フルスクリーン解除時のページモード（[Mode]）を番号で指定します。 

  1:ページのみ 
  2:しおりパネルとページ 
  3:ページパネルとページ 
  4:レイヤーパネルとページ 
  5:添付ファイルパネルとページ 
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8.4.4 ファイル添付オプション 

指定方法 機能 
-oem 入力PDFに添付されているファイルのインデックス番号とファイ

ル名を標準出力に表示します。 
また、入力 PDFのすべての添付ファイルを出力 PDFにコピーし
ます。 

-addEm [EmbeddedFileOpt] 添付するファイルを付加します。（暗号付きファイル） 
-modEm [Index] 
[EmbeddedFileOpt] 

既存の添付ファイルを削除し、新たに指定したファイルを添付し

ます。 
-delEm [Index] 添付ファイルを削除します。 
-outEm [Index] [outfile] 添付ファイルをストリームに出力します。 

 
EmbeddedFileOpt詳細 

指定方法 機能 
-femn [Name] 添付するファイル名を指定します。 
-femp [Path] 添付するファイルのパス名を指定します。 
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8.4.5 閲覧制限設定オプション 

指定方法 機能 
-expStartDate [日時]※1 閲覧可能な有効期限開始日時を指定します。 
-expEndDate [日時]※1 閲覧可能な有効期限終了日時を指定します。（指定必須） 
-expPath 閲覧可能なファイルパスを指定します。Windows 形式パスと URL が

指定可能です。複数設定することができます。 
(例) 
・Windows形式：C:¥Temp 
・URL ：http://www.antenna.co.jp/ 

-expVer 閲覧可能な Adobe Acrobat/Adobe Readerのビューワバージョンを指
定します。 

-expContent 有効期限切れの場合に表示される文字列を指定します。 
フォントには、２バイト文字が含まれる文字列を指定した場合は MS
ゴシック、1バイト文字の文字列が指定された場合は arialが使用され
ます。フォント情報は埋め込まれません。 

※1   [日時]の書式 
・YYYYMMDDhhmmss  ：(例) 20111201235959 
・YYYYMMDD    ：(例)  20111201 
・YYYYMMDDhhmmssOHH ：(例)  20111201093010+09 
・YYYMMDDOHH   ：(例)  20111201-03 
・hh、mm、ssが省略されている場合はそれぞれ「0」となります。 
・「O」は、現地時間が世界標準時に対して、 
進んでいる場合：「+」 
遅れている場合：「-」 
を指定します。「O」の後ろの「HH」には世界標準時との時差を指定します。 
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8.4.6 PDFファイル結合／ページ抽出オプション  [-mergeFile] 

指定方法 機能 
-d [Filename] [Password] 
[Page] 

Filename：入力ファイルを指定します。（必須） 
Password：入力ファイルにパスワードが設定されている場合は、ユ
ーザパスワードもしくはオーナーパスワードを付加して指定します。 
Page：ページを抽出する場合はページ指定文字列を付加します。 
全ページ："" or “0” or 指定なし 
指定ページ："n"（ページ番号 nを抽出）。1以降の整数値。 
範囲指定："n-m"（ページ番号 nからページ番号mまでを抽出） 
     1以降の整数値。 
※複数指定する場合は ”,” で区切ります 
＜例＞３ページ、８～１２ページ、５ページの順番で抽出する場合 
-d filename “” ”3,8-12,5” 
結合を行う場合は、入力ファイルを複数指定します。 

-ol [FileIndex] 入力 PDFのしおりを出力 PDFへ反映します。 
FileIndexでしおりを反映させるファイルの順番を指定させます。 
“0”が指定された場合はすべてのファイルを対応とします。 

 
 

8.4.7 しおり情報の取得オプション  [-outlineFile] 
オプション指定がない場合は、しおり名と Index番号が表示されます。 
指定方法 機能 

-odc しおりタイトルの色を表示します。 
-odf しおりタイトルのフォントタイプを表示します。 
-odp 宛先ページ番号を表示します。 
-odr 宛先ページの表示状態と座標を表示します。 
-odi 親しおりの Index番号を表示します。 
-odo 子しおりのツリー表示状態を表示します。 
-odt 宛先を表示します。 
-odn Linkのファイル名または、urlを表示します。 
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8.4.8 しおり編集オプション   [-outlineFile] 

※Index番号はあらかじめ取得しておく必要があります。 
 
OutlineOpt詳細 

指定方法 機能 
-pg [Page] 宛先のページ番号を指定します。 
-st [Style] 宛先の表示状態（[Style]）を番号で指定します。 

  1: XYZ 2: Fit 3: FitH 4: FitV 
  5: FitR 6: FitB 7: FitBH 8: FitBV 

-pr [p1 p2 p3 p4] 表示状態の座標パラメータを指定します。 
-ft [FontType] しおりの表示スタイル（[FontType]）を指定します。 

「-ft」の指定がない場合は標準スタイルです。 
  1: Italic, 2: Bold, 3: BoldItalic 

-cl [R G B] しおりの色を RGBで指定します。（各色：0.0～1.0） 
 
 

指定方法 機能 
-odl [TargetIndex] 指定された Index番号のしおりを削除します。 
-oad [ParentIndex] [Title] 
 [OutlineOpt] 

指定された Index番号のしおりへ子しおりを追加します。 

-omd [TargetIndex] [Title] 
 [OutlineOpt] 

指定された Index番号のしおりを変更します。 

-oap [TargetIndex] [Title] 
 [OutlineOpt] 

指定された Index番号のしおりの後ろへ挿入します。 

-ois [TargetIndex] [Title] 
 [OutlineOpt] 

指定された Index番号のしおりの前へ挿入します。 

-oinf [Page] しおり一覧および指定されたページの用紙サイズと回転角度を表示

します。 
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8.4.9 注釈情報の取得オプション  [-annotFile] 

オプション指定がない場合は、注釈タイプ名が表示されます。 
指定方法 機能 

-adaut テキストデータ（作成者）を表示します。 
-adttl テキストデータ（タイトル）を表示します。 
-addat 作成日時を表示します。 
-adca 不透明度を表示します。 
-adopn ポップアップ注釈のオープン状態を表示します。 
-adprct 

マークアップ注釈 

ポップアップ注釈の矩形座標を表示します。 
-adicn マークアップ注釈 

ファイル添付注釈 
アイコン名、もしくはスタンプ名を表示します。 

-adname ファイル添付注釈 添付ファイル名を表示します。 
-adtype リンク注釈タイプを表示します。 
-adhigh ハイライトモードを表示します。 
-adpgno リンク先のページ番号を表示します。 
-adlrct 

リンク注釈 

リンク先の表示状態と座標を表示します。 
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8.4.10 注釈編集オプション  [-annotFile] 

指定方法 機能 
-adl [Page] [Index] 指定されたページ番号、Index番号の注釈を削除します。 

Index 番号を省略した場合、指定ページの全注釈を削除
します。 
 Page = 1以降の整数値。 

 0: 全ページの注釈を削除する。 
-atcr [Page] [CommOpt] [TextOpt] 指定されたページにノート注釈を作成します。 

 Page = 1以降の整数値 
-atmd [Page] [Index] [CommOpt] 
[TextOpt] 

指定されたページ番号、Index 番号のノート注釈を変更
します。 
 Page = 1以降の整数値 

-ascr [Page] [StampOpt] 指定されたページにスタンプ注釈を作成します。 
 Page = 1以降の整数値 

-asmd [Page] [Index] [CommOpt] 
[StampOpt] 

指定されたページ、Index 番号のスタンプ注釈を変更し
ます。 
 Page = 1以降の整数値 

-afcr [Page] [CommOpt] [FAttachOpt] 指定されたページにファイル添付注釈を作成します。 
 Page = 1以降の整数値 

-afmd [Page] [Index] [CommOpt] 
[FAttachOpt] 

指定されたページ、Index 番号のファイル添付注釈を変
更します。 
 Page = 1以降の整数値 

-alcr [Page] [CommOpt] [LinkOpt] 指定されたページにリンク注釈を作成します。 
 Page = 1以降の整数値 

-almd [Page] [Index] [CommOpt] 
[LinkOpt] 

指定されたページ、Index 番号のリンク注釈を変更しま
す。 
 Page = 1以降の整数値 

-ainf [Page] 指定されたページの注釈一覧および用紙サイズと回転角

度を表示します。 
 Page = 1以降の整数値 

※Index番号はあらかじめ取得しておく必要があります。 
 
CommOpt詳細 

指定方法 機能 
-cnt [Contents] コンテンツを指定します。 
-rect [x1 y1 x2 y2] 表示の矩形座標を指定します。（単位=ポイント[1/72インチ]） 
-cl [R G B] 注釈の色を RGBで指定します。（各色：0.0～1.0） 
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指定方法 機能 

-flg [Flag] 注釈特性フラグ（[Flag]）を指定します。Flag は以下のビットフ
ラグの組み合わせを指定します。 
 0x0001 : Invisible （非表示） 
  0x0002 : Hidden （非表示、印刷不可、ユーザー対話不可） 
 0x0004 : Print （印刷する） 
 0x0008 : NoZoom （ページが拡大されても注釈は拡大しない） 
 0x0010 : NoRotate （ページが回転されても注釈は回転しない） 
  0x0020 : NoView （非表示、ユーザー対話不可） 
  0x0040 : ReadOnly （ユーザー対話不可） 
  0x0080 : Locked （削除不可、プロパティ編集不可） 
  0x0100 : ToggleNoView （特定のイベントに対して NoView） 
  0x0200 : LockedContents （内容変更不可） 

-bdr [Type] [Width] 境界線スタイル（[Type]）を番号で、線幅（[Width]）をポイント
で指定します。 
Type = 1: Solid （実線）、2: Dashed （破線） 

3: Beveled （ベベル）、4: Inset （切り込み） 
5: Underline （下線） 

Width = ポイント （1/72インチ） 
 
TextOpt詳細 

指定方法 機能 
-mutxt [Author] テキストデータ（作成者）を指定します。 
-musbj [Subject] テキストデータ（タイトル）を指定します。 
-muca [CA] 不透明度を設定します。 

  CA = 0（透明） ～ 1.0 
-puopn ポップアップをオープン状態に設定します。 
-purect [x1 y1 x2 y2] ポップアップの矩形座標を指定します。（単位=ポイント[1/72 イン

チ]） 
-icn [IconNameID] ノート注釈のアイコンの種類（[IconNameID]）を番号で指定しま

す。（必須） 
  1:Comment （注釈） 
  2: Key （キー） 
  3: Note （ノート） 
  4: Help （ヘルプ） 
  5: NewParagraph （新規段落） 
  6: Paragraph （段落） 
  7: Insert （テキスト挿入） 

 
 



 
 

27 

 
StampOpt詳細 

指定方法 機能 
-mutxt [Author] テキストデータ（作成者）を指定します。 
-musbj [Subject] テキストデータ（タイトル）を指定します。 
-muca [CA] 不透明度を設定します。 

  CA = 0（透明） ～ 1.0 
-puopn ポップアップをオープン状態に設定します。 
-purect [x1 y1 x2 y2] ポップアップの矩形座標を指定します。（単位=ポイント[1/72 イン

チ]） 
-icn [IconNameID] スタンプ注釈のアイコンの種類（[IconNameID]）を番号で指定し

ます。（必須） 
  1: Approved  （承認済） 
  2: Experimental （試用） 
  3: NotApproved （却下）  
  4: AsIs （未変更） 
  5: Expired （失効） 
  6: NotForPublicRelease （非公開） 
  7: Confidential （親展） 
  8: Final （最終） 
  9: Sold （売却済） 
 10: Departmental （内部用 
 11: ForComment （推敲待） 
 12: TopSecret  （極秘） 
 13: Draft  （草稿） 
 14: ForPublicRelease  （公開用） 
 15: SBApproved  （承認済） 
 16: SBCompleted  （完了） 
 17: SBConfidential  （極秘） 
 18: SBDraft （草稿） 
 19: SBFinal  （最終） 
 20: SBForComment   （評価用） 
 21: SBForPublicRelease （公開用） 
 22: SBInformationOnly （参照用） 
 23: SBNotApproved   （却下） 
 24: SBNotForPublicRelease （非公開） 
 25: SBPreliminaryResults  「試用結果」   
 26: SBVoid  （無効） 
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FAttachOpt詳細 

指定方法 機能 
-mutxt [Author] テキストデータ（作成者）を指定します。 
-musbj [Subject] テキストデータ（タイトル）を指定します。 
-muca [CA] 不透明度を指定します。 

  CA = 0（透明） ～ 1.0 
-icn [IconNameID] ファイル添付注釈のアイコンの種類（[IconNameID  ]）を番号で

指定します。（必須） 
  1: Graph （グラフ） 
  2: PushPin （添付） 
  3: Paperclip （クリップ） 
  4: Tag （タグ） 

-fanm [Name] 添付するファイルの名前を指定します。（必須） 
 
LinkOpt詳細 

指定方法 機能 
-lktyp [LinkType] リンク注釈の種類（[LinkType]）を番号で指定します。（必須） 

0: goto （ページビューに移動） 
1: gotoR （別の PDFのページビューに移動） 
2: launch （ファイルを開く） 
3: URI （Webページを開く） 

-lkhi [Mode] ハイライトモード（[Mode]９を番号で指定します。 
0: None （なし） 
1: Invert （反転） 
2: Outline （アウトライン） 
3: Push （プッシュ） 

-lkpg [Page] リンク先のページ番号を指定します。Pageは 1以降の整数値です。 
[-lktyp]が以下の場合に必須。 

0: goto （ページビューに移動） 
1: gotoR （別の PDFのページビューに移動） 

-lkst [Style] リンク先の表示状態（[Style]）を番号で指定します。 
  1:XYZ 2:Fit 3:FitH 4:FitV 
  5 FitR 6:FitB 7:FitBH 8:FitBV 

-lkpr [a1 a2 a3 a4] リンク先表示状態の座標パラメータ。 
-lkpdf [Filename] リンク先の PDFファイルを指定します。 

[-lktyp]が以下の場合に必須。 
1: gotoR （別の PDFのページビューに移動） 
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指定方法 機能 

-lklnc [Filename] リンク先の起動ファイルを指定します。 
[-lktyp]が以下の場合に必須。 

2: launch （ファイルを開く） 
-lkweb [WebAddress] リンク先のWebページ(URI)を指定します。 

[-lktyp]が以下の場合に必須。 
3: URI （Webページを開く） 

 



 
 

30 

 
8.4.11 透かし追加オプション  [-waterMark] 

指定方法 機能 
-w [WatermarkFile] 
 [Password] 

WatermarkFileで透かしファイルを指定します。（必須） 
パスワードが設定されている場合は、ユーザパスワード、もし

くはオーナーパスワードを付加して指定します。 
＜例＞ユーザパスワード(abc)が設定されている場合 
 -w “c:¥img.pdf” ”abc“ 

-wmimg [ImageType] 透かしのファイル形式（[ImageType]）を番号で指定します。 
  0: pdf 1: bmp 2: jpeg 3: tiff 4: gif 5: png 6: mask 

-wmText [String] 透かし文字列を指定します。 
-wmFont 
 [name] [size] [weight] [wordspace] 
[charspace] [bEmbed] 

透かし文字列のフォントを指定します。1 
name : フォント名 
size  : サイズ（単位＝ポイント） 
weight   :幅（100,200,300,...,800,900） 
wordspace:単語送り（単位＝ポイント） 
charspace :文字送り（単位＝ポイント） 
bEmbed  :フォントの埋込み（0 = 埋め込まない、1 = 埋め

込む） 
-wmDiagonal テキスト透かしを対角線上に配置する場合に設定します。 
-wmpg [PageType] 透かしを挿入するページ（[PageType]）を番号で指定します。 

  0:全ページ 
  1: 1ページめのみ 
  2:最終ページのみ 
  3:奇数ページのみ 
  4:偶数ページのみ 
  5:指定ページ 
＜例＞ 「5 : 指定ページ」に挿入する場合は次のように指定
します。 
 -wmpg 5 1,3,10-15 
    透かしは、1ページ目、3ページ目、10～15ページ間の計

8ページに挿入されます。 
-wmblk [BlockType] 透かしを挿入する位置（[BlockType]）を番号で指定します。 

透かしの種類が PDF ファイルと文字列の場合は 0～8 が指定
可能、これ以外の画像ファイルの場合は 0～4が指定可能です。 
  0:左上  1:右上  2:左下  3:右下  4:中央   
  5:上中央  6:左中央  7:右中央  8: 下中央 

 

                                                   
 
1 フォントに英字フォントを指定して、透かしの文字列に 2バイト文字を使った場合、文字列が正しく出力され
ません。正しいフォントを指定するようにしてください。 
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指定方法 機能 

-wmodr [OrderType] 透かしを追加する面タイプ（[OrderType]）を番号で指定しま
す。 
  0:最前面、1:最背面 

-wmnfp 先頭ページに透かしを配置しない場合に設定します。 
-wmnlp 最終ページに透かしを配置しない場合に設定します。 
-wmmgn [left] [bottom] [right] [top] 透かしを配置するときの余白を指定します。 

left：左余白、bottom：下余白、right：右余白、top：上余白 
（単位=ポイント[1/72インチ]） 

-wmrct [left] [bottom] [right] [top] 画像を透かしとして配置するときの矩形を指定します。 
left：左位置、bottom：下位置、right：右位置、top：上位置 
（単位=ポイント[1/72インチ]） 

-wmtil 透かしを並べて配置します。並べて配置する場合は、

[-wmndsp]、[-wmnprt]は無効となります。 
-wmtps [width] [height] 透かしを並べて配置するときのパターンサイズを指定します。 

width：パターンの幅、height：パターンの高さ 
（単位=ポイント[1/72インチ]） 

-wmscl [Scale] 透かし倍率を指定します。（Scale=50～500, 0=自動） 
-wmtrs [Transparence] 透かしの不透明度を指定します。（Transparence=0～1.0, 0=

透明） 
-wmndsp PDF表示時に透かしを表示しない場合に設定します。 
-wmnprt PDF印刷時に透かしを印刷しない場合に設定します。 
-wmstcl [R G B] カラーを RGBで指定します。（各色：0.0～1.0） 
-wmappname [name] 透かし指定時に PieceInfo にアプリケーションデータ名を指

定します。この機能は、本製品で付加した透かしかどうか区別

することができるようになります。任意の文字列を指定しま

す。 
-wmkeyname [name] 透かし指定時にアプリケーションデータ名にキーを指定しま

す。任意の文字列を指定します。 
-wmappdata [data] 透かし指定時にキーの値を指定します。任意の文字列を指定し

ます。 
-wmapptype [num] 透かしに対する処理を番号で指定します。 

0 : add   （追加） 2 : delete （削除） 
-wmdelete [name] アプリケーションデータ名が name である透かしを削除しま

す。 
-wmdrvdelete PDFDriver V4.1で付加された透かしを削除します。ただし、

評価版の透かしは削除されません。 
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8.4.12 ページ処理オプション  [-pageEdit] 

指定方法 機能 
-peRot [Page] [Rotation] 指定ページを回転します。 

 Page : 回転するページ番号（1以降の整数値） 
 Rotation : 回転角度（0,90,180,270) 

-peSize [Page] [width] [height] ページの幅と高さを指定します。 
 Page : 1以降の整数値 

-peDel [Page] ページ削除します。 
Page : 削除するページ番号（1以降の整数値） 

-paddtxt [Page] [TxtOption] 指定ページにテキストを追加します。 
  Page : 1以降の整数値  0 = 全頁に追加 

 
TxtOption詳細 

指定方法 機能 
-ftxt [String] 追加する文字列を指定します。 
-fFont 
[name(string)] 
[size(float)] 
[weight(int)]  
[wordSpacing(float)] 
[charSpacing(float) 
[bEmbed(1/0)] 

フォント情報を指定します。 
フォント名 
サイズ（単位＝ポイント） 
幅（100,200,300,...,800,900） 
単語送り（単位＝ポイント） 
文字送り（単位＝ポイント） 
フォントの埋込み（0 = 埋め込まない、1 = 埋め込む） 

-frot font [rotation] テキストの回転角度を指定します。 
 rotation : 回転角度（0,90,180,270） 

-fpos [left] [bottom] テキストの位置を指定します。左位置、下位置を指定。 
-ftcolor [R G B] テキストの色を RGB の３つのパラメータで指定します。（各色：

0.0～1.0） 
「-ftcolor」の指定がない場合は黒色になります。 
「-ftcolor」のパラメータが 1個でそれが「0」の場合は透明色にな
ります。 

-ffcolor [R G B] テキストの背景色（テキストを囲む矩形）を RGBの３つのパラメ
ータで指定します。（各色：0.0～1.0） 
「-ffcolor」の指定がない場合は透過処理されます。 

 
 

8.4.13 その他のオプション 
指定方法 機能 

-silent メッセージを表示しません。 
-h 使用方法を表示します。 
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8.5 コマンドライン・サンプル 

スタンプ注釈の追加 in.pdfの 1ページ目左下に「承認済」スタンプが追加され out.pdf
として保存される。 

1 

AHPDFToolCmd31.exe -annotFile -d c:¥in.pdf -o c:¥out.pdf -ascr 1 -rect 10 10 100 100 
-icn 1 
結合 in.pdfの 8～10ページ目のうしろに、in_psw.pdfの 1,3,5ページ目

を結合して out.pdfとして保存される。in_psw.pdfには権限パスワ
ード「test」が付与されている。 

2 

AHPDFToolCmd31.exe -mergeFile -d c:¥in.pdf "" 8-10 -d c:¥in_psw.pdf "test" 1,3,5 -o 
c:¥out.pdf 
文書情報設定 in.pdfの文書情報「タイトル」に「サンプル」、「作成者」に「アン

テナハウス」と設定され、out.pdfとして保存される。 
3 

AHPDFToolCmd31.exe -changeInfo -d c:¥in.pdf -o c:¥out.pdf -title サンプル -author ア
ンテナハウス 
透かしの追加 in.pdfに image.bmpが透明度 50%で追加され out.pdfとして保存

される。追加された透かしには、内部情報としてアプリケーション

データ名「antennaTest」が付与される。 

4 

AHPDFToolCmd31.exe -waterMark -d c:¥in.pdf -o c:¥in_del.pdf -w c:¥image.bmp 
-wmimg 1 -wmtrs 0.5 -wmappname antennaTest 
透かしの削除 「4 透かしの追加」の例で追加された透かしが削除される。 5 
AHPDFToolCmd31.exe -waterMark -d c:¥in.pdf -o c:¥out.pdf -wmdelete antennaTest 
ページの回転 in.pdfの 1ページ目が 90度に回転され out.pdfとして保存される。 6 
AHPDFToolCmd31.exe -pageEdit -d c:¥in.pdf -o c:¥out.pdf -peRot 1 90 
閲覧制限 PDF ファイルが「 C:¥Test」フォルダの直下、あるいは

「http://www.antenna.co.jp/」の直下にある場合に閲覧可能とし、
これら以外のパスから開かれた場合は「閲覧不可」と表示する。 

7 

AHPDFToolCmd31.exe -d c:¥in.pdf -o c:¥out.pdf –expPath “C:¥Test” –expPath 
“http://www.antenna.co.jp/” -expContent “閲覧不可” 
セキュリティ設定 文書を開くパスワードが「test」、権限パスワードが「123」、編集

不許可、低解像度印刷を許可する 128bit AESレベルの暗号化を行
う。 

8 

AHPDFToolCmd31.exe -changeInfo -d c:¥in.pdf -o c:¥out.pdf –entype 3 –userpwd “test” 
–ownerpwd “123” –nno –ppa 2 
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9 エラー一覧 
 

エラー内容 エラーコード 

エラーメッセージ 

PDFではないか不正なファイルです 1000 

 This file is not PDF or may be corrupted. 

PDFが異常です 1001 

Invalid PDF file 

PDFの読み込みができません 1002 

Cannot read PDF 

PDFの書き出しができません 1003 

Cannot write PDF 

PDFのクローズができません 1004 

Cannot close PDF 

PDFのオープンができません 1005 

Cannot open PDF 

パラメータに問題があります 1006 

Invalid parameter value 

サポートされないフィルタです 2000 

The filter is not supported. 

フィルタの異常です 2001 

Invalid filter 

解読ができません 3000 

Cannot decipher 

ユーザーパスワード不正です 3001 

Invalid user password 

オーナーパスワード不正です 3002 

Invalid owner password 

印刷が許可されていません 3104 

Printing is not allowed. 

コピーが許可されていません 3116 

Copying is not allowed. 

CMapファイルのオープンができません 4000 

Cannot open CMap file 

CMapファイルのクローズができません 4001 

Cannot close CMap file 

CMapファイルの書き出しができません 4002 

Cannot write CMap file 
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エラー内容 エラーコード 

エラーメッセージ 

CMapファイルの読み込みができません 4003 

Cannot read CMap file 

フォント処理で問題が発生しました 4100 

Font processing error 

メモリが不足しています 5000 

Not enough memory 

パスワード不正です 5002 

Invalid password 

CMapファイルが異常です 5004 

Invalid CMap file 

ページの指定が間違っています 5006 

Invalid page number 

イメージ処理で問題が発生しました 5100 

Image processing error 

評価版のページ制限になります 180 

 Evaluation copy doesn't allow you to use PDF over 3pages. 

評価版ライセンスの有効期限が切れています 181 

License file is expired 

ライセンスファイルが見つかりません 182 

Cannot find license file 

その他のエラーです 190 

Other errors 
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10 サポートについて 
 
10.1 保守契約について 
○OEMライセンスの場合 
ご購入後１年間は、開発時の技術的お問い合わせの対応と、障害が発生した場合には無償で修正版 
を提供いたします。１年経過後からは別途年間保守契約締結により、技術サポート・保守を継続い 
たします。 
保守契約の内容や詳細については、弊社営業窓口あるいは営業担当までお問い合わせください。 

OEM製品営業窓口  ：oem@antenna.co.jp 
 
○OEMライセンス以外の場合 
新規に製品をご購入いただいた場合には、ご購入後１年間の「通常保守サポート」が付いています。 

その後は、年間保守契約を結ぶことができます。 

保守契約の内容や詳細については、弊社営業窓口あるいは営業担当までお問い合わせください。 

システム製品営業窓口 ：sis@antenna.co.jp 
 
10.2 問題解決のヒント 
お問い合わせの多い内容については、弊社ホームページにて随時公開しております。ご参考ください。 

PDF Tool API よくいただくご質問：http://www.antenna.co.jp/support/faq-sys/ptl/pta31.html 
 
10.3 サポート窓口 
製品の技術的なご質問は、メールでのみお受けしております。下記の保守サポート窓口までお問い合わせ

ください。 

お問い合わせのさいには、 

  製品名 

  ユーザID 
  シリアル番号 

をご明記ください。 

また、現象が再現可能なデータやサンプルコードなどの情報をご提供くださいますようお願いいたいます。 

弊社において現象を確認することができない場合には、修正対応をいたしかねるケースがございます。な

にとぞご了承願います。 
 保守サポート窓口  ：pdftool@antenna.co.jp 

http://www.antenna.co.jp/support/faq-sys/ptl/pta31.html
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10.4 保守サービスの内容について （OEMライセンス以外の場合） 
「通常保守サポート」は、製品のインストール方法や初歩的な使い方について、電子メールによるご質問

にお答えする内容です。 
保守サービスの種類や内容については、弊社ホームページをご参照ください。 

  ソリューション・システムコンポーネント製品 保守サービスについて： 
   http://www.antenna.co.jp/support/service-sys/ 
 
・ お答えするにあたり長時間の調査が必要となる、質問の回数が多数にのぼるなどの場合、「有償技術サ

ポート」契約が必要になるケースがございますので、予めご了承ください。 
 
・ 不具合が再現できるデータや情報をご提供いただけない場合や弊社にて現象確認ができない場合、改修

できないことがあります。 
 
・ 不具合の回避方法がない場合、改修版（以下「メンテナンスリリース」）をご提供します。メンテナン

スリリースの提供時期は弊社で重要度等を判断し計画を立て決定します（個別にご提供することはあり

ません）。 
 
・ 弊社のリリース計画を前倒しして欲しいというご要望がある場合、別途「特別保守サポート」の保守サ

ービス契約締結が必要となります。 
 

http://www.antenna.co.jp/support/service-sys/
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11 商標情報 
Adobe、Acrobat、および Reader は、アドビ システムズ社の米国ならびに他の国における登録商標または
商標です。 
Microsoft、Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標
です。 
その他記載されている全ての会社名および製品名は、個々の所有者の登録商標または商標です。 

 

 

12 フリーソース 
本ライブラリでは、次のようなオープンソースのプログラムを使用しています。 
 
This product includes software developed by Independent JPEG Group(http://www.ijg.org/). 
Copyright (c) 1991-1998 Thomas G. Lane. 
 
This product includes software developed by Sam Leffler and Silicon Graphics, Inc  
(http://www.libtiff.org/). 
Copyright (c) 1988-1997 Sam Leffler 
Copyright (c) 1991-1997 Silicon Graphics, Inc. 
 
This product includes software developed by Jean-loup Gailly and Mark Adler 
(http://www.gzip.org/zlib/). 
Copyright (C) 1995-2002 Jean-loup Gailly and Mark Adler 
 
This product includes software developed by Glenn Randers-Pehrson and many other contributors 
(http://www.libpng.org/pub/png/). 
Copyright (c) 2000-2002 Glenn Randers-Pehrson 
Copyright (c) 1998, 1999 Glenn Randers-Pehrson 
Copyright (c) 1996, 1997 Andreas Dilger 
Copyright (c) 1995, 1996 Guy Eric Schalnat, Group 42, Inc. 
This product includes altered version by Antenna House,Inc. 
 
This product includes softwares developed by: 
International Business Machines Corporation 
International Components for Unicode (ICU) libraries http://www.icu-project.org/ 
Copyright (c) 1995-2010 International Business Machines Corporation and others All rights reserved. 
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and 
associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including 
without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish,distribute, and/or sell copies of the 
Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, provided that the above 
copyright notice(s) and this permission notice appear in all copies of the Software and that both the 
above copyright notice(s) and this permission notice appear in supporting documentation. 
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THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 
IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OF THIRD PARTY RIGHTS. 
IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER OR HOLDERS INCLUDED IN THIS NOTICE 
BE LIABLE FOR ANY CLAIM, OR ANY SPECIAL INDIRECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, OR 
ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, 
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT,NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, 
ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS 
SOFTWARE. 
Except as contained in this notice, the name of a copyright holder shall not be used in advertising or 
otherwise to promote the sale, use or other dealings in this Software without prior written 
authorization of the copyright holder. 
 

This product includes softwares developed by: 
The FreeType Project is copyright (C) 1996-2000 by David Turner,Robert Wilhelm, and Werner 
Lemberg. 
 

This product includes softwares developed by:Little cms   http://www.littlecms.com/ 
LittleCMS 1.13 Copyright (C) 1998-2004 by Marti Maria 
 

This product includes softwares developed by:Image Power, Inc. and many other contributers.  
http://www.ece.uvic.ca/~mdadams/jasper/  
JasPer 1.701 
Copyright (c) 1999-2000 Image Power, Inc. 
Copyright (c) 1999-2000 The University of British Columbia 
Copyright (c) 2001-2003 Michael David Adams 
 

This product includes softwares developed by: 
The Code Project http://www.codeproject.com/cpp/yard-tokenizer.asp 
A Regular Expression Tokenizer using the YARD Parser 
distributed under the Boost Software License, Version 1.0.  
(http://www.boost.org/LICENSE_1_0.txt) 
Copyright 2004 by Christopher Diggins 
Everything else Copyright (c) CodeProject,1999-2009 
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13 履歴 
日付  内容 

2012.2.21 MR11 ・「1.1 機能」に説明を追加しました。 

・「4 制限事項」に「閲覧制限」の制限事項を追加しました。 

・「10 サポートについて」を修正しました。 

2012.1.13 MR10 ・「8.4.8 しおり編集オプション」の「OutlineOpt 詳細」のなかの「-ft」項の説明を修

正しました。 

2011.12.8 MR9 ・「2.3 環境変数」の「PTL31_DMC_TBLPATH」項に注意事項を追記しました。 

・「8.2 コマンド」項を「8.2 コマンドの種類」、「8.3 入出力ファイルの設定」、「8.4 オ

プションの説明」の３項に分けました。 

・「有効期限設定オプション」という名称から「8.4.5 閲覧制限設定オプション」に変更

し、オプションの説明を修正しました。 

2011.10.6 MR8 ・「8.2.13 透かし追加オプション」の「-wmmgn」、「-wmtil」各項の記述を修正しまし

た。 

2011.9.9 MR7 ・「1.2 動作環境」の表外注意事項に一項追加しました。 

・「8.2.14 ページ編集処理オプション」の「-ftcolor」項の記述を修正しました。 

2011.4.20 MR6 ・「1.2 動作環境」の表外注意事項の表記を見直しました。 

・「4 制限事項」に 1項追加しました。 

2010.10.29 MR5 ・「2.4 COMの登録」を追加しました。 

・「4 制限事項」に 2項追加しました。 

・「5.1 モジュール一覧」の内容を表形式で記述しました。 

・「7.2 サンプルコード」を追加しました。 

2010.6.14 MR4 ・「1.2 動作環境」の表外注意事項の表記を見直しました。 

・「1.3 言語インターフェイス」「1.4 開発環境」をひとつにまとめ「1.3 開発環境」と

しました。 

・「1.3 開発環境」の注意事項の表記を見直しました。 

2010.5.11 MR3 ・「7 APIリファレンス」の項目名を「APIの使い方」に変更しました。 

・「8.2 オプション指定」の項目名を「コマンド」に変更しました。 

・「8.2.6 ファイル添付設定オプション」を追加しました。 

2010.3.25 MR2 ・「1.2 動作環境」「1.3 言語インターフェイス」において再頒布パッケージについての

記述を修正しました。 

・「3 フォント構築ファイル」の記述を修正しました。 

・「7.2.8 しおり編集に関するオプション」（-outlineFile）の「-oap」「-ois」についての

記述を修正しました。 

・「定義一覧」を削除しました。 

・「6 ライセンスについて」、「10 サポートについて」を追加しました。 
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日付  内容 

2010.2.5 MR1 「7.2.12 透かし追加に関するオプション」に、透かしを削除するためのオプション

「-wmdelete」「-wmdrvdelete」を追加しました。 

2009.12.9  ・「1.2 動作環境」、「1.4 開発環境」に再配布モジュールの記載を追加しました。 

・「11 フリーソース」の記述を修正しました。 

2009.10.22  初版 
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